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昨年度を振り返りよりよい生徒会活動について協議  令和４年度生徒総会開催 
５月１３日（金）令和４年度生徒総会を行いました。生徒会執行部が中心となって設営した会場に

全校生徒が入場すると、執行部員による席位置などの指示のもと整然と開会の態勢ができあがりま
した。総会では、執行部と学級、給食、図書、健康、環境、体育の６専門委員会の部長が登壇し、昨年

度の報告と今年度の計画を説明し協議を行いました。質疑応答では１６もの質問が出され、それぞれ
に丁寧な回答がなされました。質問内容は、１年生からの初めての中学校生活で初めて聞く用語へ

の質問、また、２・３年生からの会計への質問や活動の改善を求める意見など幅広い内容で充実した
協議となりました。 

【質疑の内容をいくつか紹介します】 
「安全点検とは何をするのですか」（１年生） 

  「球技大会では何をするのですか」（1年生） 
  「部の予算が減額しているのはなぜですか」※（１年生） 

  「なぜ専門委員会の予算は０円なのですか」※（２年生） 
  「部費を人数に応じて分配してほしい」※（３年生） 
 
(※生徒数減等により予算減。部費確保のため必要な品は学校予算で購入。少人数部の活動を確保する。) 

 

新見南中学校 学校だより 令和 4年５月２７日 
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「めざせ あいさつ 日本一」と書かれたのぼり旗が多くの学校ではためいています。すべての学

校が、元気にあいさつできる子どもたちを育て、元気にあいさつを交わしあえる学校になることを目
指しています。新見南中学校も、のぼり旗こそ立てていませんが、あいさつをとても大切なことと考

え、元気にあいさつを交し合える学校でありたいと考えています。 
ある本※で、あいさつについて書かれた記述を読みました。「普通、成長するにつれて、何でもだ

んだんうまくなるものですが、あいさつに関しては、どんどんできなくなっていくんです。」と表現され
ています。幼稚園や小学校のころは元気な声で、時にはちょっとうるさいぐらいの大きな声であいさ

つをしています。ところが、中学・高校とだんだんあいさつができなくなる傾向があります。これは、心
の成長の過程でやむを得ない部分もありますが、その事情を含めても、やはりあいさつをすること、

あいさつを交わしあうことは中学生や高校生にとって大切なことだと考えます。 
同本では『「あいさつが大事」なのではなくて「あいさつが大事だ

と思うその心が大事」』と書かれています。「なぜあいさつをするの
か」「あいさつはなぜ大切なのか」これらについても筆者なりの考え

が記されていますが、ここでは紹介を控えます。生徒にとっては自分た
ちで考えてみることも大切だと思います。消化不良の結末になります

が、身近な「あいさつ」について注目し、自分や周りのことを振り返っ
てみる機会になればと思います。 

いずれにしても、これまで同様またさらに、だれもがあいさつしやすい学校でありたいと思います。
「でっ、あいさつしやすい学校ってどんな学校？」とまた更に疑問がわきますが、これも生徒、教職員、

保護者の皆様、地域の皆様と一緒に考えを出し合い実行し、さらに「あいさつしやすい学校」と呼ば
れるようになっていきたいです。まずは、あいさつから・・・あれっ？ 

 
※「あなたの人生が変わる奇跡の授業」 比田井和孝著 三笠書房 

 

 

さらに あいさつしやすい学校へ  

６月の主な行事予定 

下校バスの時刻は主な行事がある場合のみ掲載しています。 

 ５月１９日から、全校で論語に親しむ「南中論語」の取り組みが始まりました。毎集金曜日の朝読書
の時間に「今週の論語一章」を読み、自分自身の行動を振り返り、新たな気づきや考えをワークシー

トへ記述しました。そして、家に持ち帰り、論語のからの学びを今後どのように生かせるかをさらに考え
記述しています。玄関正面に論語のコーナーを設け、各学年二人のワークシートを掲示し紹介してい

ます。 
 第一回の「南中論語」ワークシートの記述を紹介します。 

【今週の論語】 
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〇何事でも最初から思い通りのことができるのではなく、 
それまでの下積みが大事と分かった。部活では球拾いを 

しないといけなくていやだと思っていたけど、それも大事だと知ることができた。（1年生） 
 
〇自分自身を振り返って、部活ではポジションや技術のコツを先生や先輩から学んでいるなと思い
ました。学んだ上で自分なりの工夫はあまりできていなかったので、これからはできるように少しで

も意識していきたいです。（２年生） 
 
〇自分は先輩から教わったことをそのまま後輩に伝えているなと思った。しかし、それを続けているだ

けでは同じようなことしか身に付かず、成長ができなくなると思った。先輩から学んだことと自分の
アイデアを組み合わせたものを後輩に伝える。それが先輩にあるべき姿だと思った。（３年生） 

 
＜今後に向けて＞ 
〇私は部活で、先輩に教わったことと、自分なりの改善点を合わせて練習していきたいです。来年は

教える側になるから、それまでにもっと上達して自分なりの工夫を加えて教えたいです。（１年生） 
 
〇今後、弟や妹に何かを教えてあげる時、もっている知識や自分なりの工夫も教えてあげるようにし

ようと思いました。覚えることが多くても、あきらめずに頑張りたいと思いました。（２年生） 
 
〇物事がある程度できるようになったら、そこで終わるのではなく、その物事のよさを残しつつ、自分
流にアレンジしてやるというように生かせばいいと思った。今後は上手くいくかいかないかではなく、

まずやってみるという気持ちで、このことをやりたい。（３年生） 
 
〇今の義務教育の間は、人生の土台になる所だと思うし、その土台がしっかりしている人ほど将来

の選択肢や視野が広がると思う。だから、今のうちから様々な知識をつけておきたい。（３年生） 
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日付 行事内容 下校バス 日付 行事内容 下校バス 

１日（水） 参観日  高校説明会 

PTA常任委員会・専門部会 

１６：００ ２２日（水） 期末考査  職員会議 １３：００ 

８日（水） ２・３年生総復習プリント １６：００ 2３日（木） 期末考査 １３：００ 

10日（金） 学校集金日 １８：００ 2４日（金） 期末考査 

２年生薬物乱用防止教室 

１8：0０ 

１５日（水） 専門委員会 

テスト週間（～２３日） 

１６：００    
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     論語を通して自分自身と向き合おう    「南中論語」始まる 



自分の防災意識と備えについて振り返る   ２年生防災学習アンケート 
  ２年生は、総合的な学習の時間を利用して防災の学習に取り組みます。自分たちが住む地域に起
こりえる災害について、過去の事例や地域の特性などを知り、家族や地域の人とともに防災につい

て考え体験する活動を行います。学習に先立ち、２年生を対象に防災に関するアンケートを実施しま
したのでその結果を紹介します。このアンケート結果をもとに、生徒と防災に対する課題を共有し、よ

り実践的で自分に何ができるかを考える活動となる学習を目指して計画を作成しています。 
 

 
 

 

九州の旅で作ったたくさんの思い出、出会えた感謝  ３年生 修学旅行 
 ５月１９日（木）～２１日（土）、３年生は２泊３日で福岡・長崎を訪ねる修学旅行を行いました。コロナ禍
により日帰りの修学旅行が続いた２年間。今年３年ぶりとなる２泊３日の修学旅行が実現しました。 

１日目、新幹線のぞみで博多へ。太宰府天満宮で学問成就と合格の祈願をし、名物の梅が枝餅をい
ただきました。お守り売り場が、一時南中生徒で埋まりました。その後一路長崎へと向かい、原爆資料館・

平和祈念公園を訪れました。原爆被害の事実を目にし、平和祈念像の前で平和集会を行いました。到着
した夕刻のホテルで「被爆体験講話会」行い、当時１４歳だった原爆被爆者の方から７７年前の８月９日

の爆心地での惨劇を語っていただきました。当時の光景、音、匂い、痛み、感情がまるで今起きているか
のように言葉で再現され、生徒は１時間の講話にじっと聞き入りました。その後夕食。ホテルから見渡せる

世界３大夜景といわれる長崎の夜景に感動しながら、お土産コーナーに長蛇の列を作りました。 
２日目、曇り空の朝で迎えたこの日は長崎市内観光。出島、大浦天主堂、グラバー園など海外との交

流拠点となった長崎の歴史と文化を知る１日でした。坂の街長崎に魅力を感じながらも疲労の様子も隠
せません。午後、小雨の中、フェリーで向かった軍艦島では、密集する高層アパートや学校の廃墟を眺め、

人が去り行く過疎化の問題として身近に感じた生徒もいました。夕方、佐世保に移動し、夜のハウステン
ボスへ。日暮れとともに美しさを増すイルミネーションの幻想的な世界を堪能しました。 

３日目は快晴、２７度の夏日。朝からハウステンボスへ。４時間３０分、広い園内を友だちと一緒に巡りま
した。最後まで時を惜しむかのようにはしゃいだ生徒は思い出と感謝の気持ちが詰まったお土産袋をいっ

ぱい抱え、岡山へ向かう新幹線に乗りました。新見市内に着いた帰りのバス内で解散式を行いました。生
徒代表が、コロナ禍で実現できた修学旅行の思い出と関わられたたくさんの方々への感謝を伝え、「み

んな、この修学旅行でよかったかな？」と問いかけると、全員で、長崎のバスガイドさんから教わった「よ
か、よか！」の言葉で返事をして締めくくりました。 

３年生のみんな、保護者の皆様本当にありがとうございました。 
 

 

ハウステンボスの朝  ３年 B組   
    

長崎 原爆被爆者講話   
    

長崎平和記念公園 平和祈念像   
    

太宰府天満宮    
    

大浦天主堂   
    

 

１ あなたの家では家具の転倒

防止をしていますか。 
はい

10%
いいえ

22%

わから

ない

68%

２ あなたの家では非常食を

備蓄していますか。 

３ あなたの家では食料や医薬

品などを蓄えていますか。 

４ 住んでいる地域のハザード

マップを知っていますか。 

はい

25%

いいえ

25%

わから

ない

50%

はい

36%

いいえ

12%

わから

ない

52%

はい

22%

いいえ

78%

６ あなたの住んでいる場所

の避難所を知っていますか。 

はい

25%

いいえ

75%

８ 家族と災害時の避難方法や

連絡の取り方を話し合っていま

すか。 はい

17%

いいえ

83%

ハウステンボスの朝 ３年Ａ組  

軍艦島  １日目ホテル 夕食  

のぞみで九州へ 岡山駅 


